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末
続
浩
二
郎 

委
員
長

（
概
要
）
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
条

例
を
改
正
。

（
質
疑
・
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
承
認
）

（
概
要
）
公
共
施
設
等
の
除

却
解
体
に
過
疎
対
策
事
業
債

を
活
用
す
る
た
め
、
ま
た
、

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と

の
数
値
の
整
合
性
を
図
っ
た
。

（
質
疑
・
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
原
案
可
決
）

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　
他
市
か
ら
通
勤
し
て

い
る
職
員
の
人
数
は
。

　
　
　
令
和
６
年
４
月
１
日

現
在
43
名
で
、
島
原
市
、
雲

仙
市
か
ら
通
勤
し
て
い
る
職

員
が
多
い
。

　
　
　
扶
養
手
当
と
は
。

　
　
　
要
件
と
し
て
は
配
偶

者
、
22
歳
未
満
の
方
、
60
歳

以
上
の
父
母
、
祖
父
母
な
ど

が
該
当
し
、
年
収
総
額
で
１

３
０
万
円
未
満
の
方
が
該
当
。

　
　
　
早
期
退
職
者
数
は
。

　
　
　
再
任
用
の
方
も
含
め
、

途
中
退
職
者
は
11
名
。

　
　
　
財
政
調
整
基
金
は
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
。

　
　
　
今
回
約
３
，
８
０
０

万
円
取
り
崩
し
、
残
額
は
約

28
億
円
と
な
る
。

　
　
　
職
員
の
手
当
は
自
治

法
で
決
め
ら
れ
条
例
化
さ
れ

て
い
る
が
、
自
治
体
で
見
直

す
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
　
　
基
本
的
に
は
法
律
で

決
ま
っ
て
い
る
が
、
通
勤
手

当
な
ど
金
額
に
幅
が
あ
る
場

合
が
あ
り
、
自
治
体
で
金
額

を
定
め
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
　
広
域
圏
の
防
災
シ
ス

テ
ム
の
総
事
業
費
は
。
ま
た
、

負
担
金
減
額
の
理
由
は
。

　
　
　
総
事
業
費
は
概
算
で

10
億
９
，
１
９
６
万
２
千
円
。

負
担
金
に
つ
い
て
は
、
消
防

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
を
標
準

化
す
る
こ
と
で
、
緊
急
防
災

減
災
事
業
債
の
対
象
と
な
っ

た
た
め
減
額
と
な
っ
た
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
チ
ョ
イ
ソ
コ
み
な
み

し
ま
ば
ら
の
運
行
見
直
し
の

具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
　
運
行
時
間
は
９
時
か

ら
17
時
ま
で
に
、
運
行
日
は

月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
に
、
運

賃
は
高
校
生
ま
で
を
１
０
０

円
に
し
た
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ

で
の
会
員
登
録
が
可
能
に
。

エ
リ
ア
間
の
移
動
は
、
乗
り

継
ぎ
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、
乗

り
継
ぎ
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
　
　
加
津
佐
か
ら
深
江
ま

で
乗
り
継
ぎ
は
可
能
か
。

　
　
　
３
か
所
の
乗
り
継
ぎ

ポ
イ
ン
ト
を
乗
り
継
ぐ
こ
と

で
可
能
。
エ
リ
ア
ご
と
に
３

０
０
円
、
合
計
１
，
２
０
０

円
必
要
。

　
　
　
３
か
所
の
乗
り
継
ぎ

ポ
イ
ン
ト
は
最
初
か
ら
予
約

す
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
乗
る
こ

と
が
可
能
か
。

　
　
　
チ
ョ
イ
ソ
コ
で
は
バ

ス
と
の
連
携
を
考
え
て
い
る
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
で
バ
ス
停
ま
で

行
き
、
バ
ス
を
利
用
し
目
的

の
エ
リ
ア
ま
で
行
き
、
再
度

チ
ョ
イ
ソ
コ
に
乗
り
継
ぐ
な

ど
バ
ス
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
チ
ョ
イ
ソ
コ
を
利
用

す
る
と
き
、
目
的
地
に
直
行

せ
ず
遠
回
り
を
し
て
時
間
が

か
か
る
場
合
が
あ
る
と
聞
く

が
。

　
　
　
チ
ョ
イ
ソ
コ
は
相
乗

り
を
前
提
と
し
て
お
り
、
先

に
予
約
の
あ
る
方
の
ほ
う
か

ら
回
っ
て
い
く
。
予
約
の
時

点
で
そ
の
旨
を
案
内
し
て
い

る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
総
務
委
員
会
に
分
割
付

託
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

原
案
可
決
）

　
紹
介
議
員
よ
り
請
願
の
概

要
説
明
を
受
け
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
請
願
第
２
号
は
採
択
）
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【
議
案
第
24
号
】
南
島
原

市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

【
議
案
第
25
号
】
令
和
６

年
度
南
島
原
市
一般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

【
承
認
第
５
号
】
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
南
島
原
市
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
）

【
請
願
第
２
号
】
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
採
択
の
お
願
い

総
務
委
員
長
報
告（
概
要
）

・
承
認
１
件
を
承
認
、
議
案
２
件
を
原
案
可
決
、

　

請
願
１
件
を
採
択

日
向
栄
司 

委
員
長

　
　
　
市
民
税
の
減
免
に
つ

い
て
大
規
模
災
害
等
の
時
に

市
長
が
認
め
る
場
合
は
申
請

書
の
提
出
を
省
略
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
被
災
地
で
は
被
災
者

や
行
政
に
お
い
て
現
場
が
混

乱
す
る
の
で
、
市
長
が
や
む

を
得
な
い
と
認
め
る
場
合
に

申
告
な
し
に
減
免
で
き
る
よ

う
に
規
定
す
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
承
認
）

　
　
　
お
お
む
ね
何
人
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が「
お
お
む
ね
」

の
範
囲
は
ど
れ
く
ら
い
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
多
少
の
増
減
と
い
う

と
こ
ろ
で
は
っ
き
り
と
何
％

と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
１

人
当
た
り
自
己
負
担
額
は
。

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
の
自
己
負

担
額
は
、
２
，
３
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
低
所
得
世
帯
支
援
給

付
金
に
つ
い
て
、
給
付
の
時

期
と
方
法
は
。

　
　
　
対
象
者
の
抽
出
後
、

８
月
上
旬
に
確
認
書
の
発
送

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

対
象
者
か
ら
確
認
書
が
提
出

さ
れ
て
か
ら
、
最
短
で
８
月

中
の
支
給
を
目
指
し
て
い
る
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉

　
　
　
原
城
図
書
館
の
壁
の

一
部
が
剥
が
れ
落
ち
た
の
は

新
年
度
に
な
っ
て
か
ら
発
生

し
た
の
か
。

　
　
　
令
和
６
年
２
月
14
日

に
内
壁
の
一
部
が
剥
が
れ
落

ち
、
４
月
27
日
に
外
壁
の
一

部
が
剥
が
れ
落
ち
た
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
指
定
校
は
、
南
有

馬
の
小
・
中
学
校
と
の
こ
と

だ
が
、
ほ
か
に
予
定
は
あ
る

の
か
。

　
　
　

今
年
度
は
布
津
の

小
・
中
学
校
、
飯
野
小
学
校

の
３
校
を
対
象
と
し
設
置
。

現
在
、
南
有
馬
・
口
之
津
・

布
津
に
設
置
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
地
区
か
ら
１
地
区
、

令
和
７
年
度
の
設
置
に
向
け

９
月
以
降
に
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
予
定
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
文
教
厚
生
委
員
会
に
分

割
付
託
さ
れ
た
部
分
に
つ
い

て
は
、
原
案
可
決
）

　
　
　
普
通
郵
便
か
ら
特
定

記
録
郵
便
に
変
え
た
場
合
、

１
通
当
た
り
ど
の
く
ら
い
上

が
る
の
か
。

　
　
　
通
常
の
郵
便
料
金
に

加
え
て
１
通
当
た
り
１
６
０

円
の
加
算
に
な
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

【
反
対
】

　
他
県
の
事
例
で
も
、
行
政

と
一
緒
に
な
っ
て
収
益
を
上

げ
て
お
り
、
本
市
に
と
っ
て

も
起
爆
剤
と
な
り
得
る
建
物

で
あ
る
。

【
賛
成
】

　
こ
の
施
設
を
造
っ
て
し
ま

え
ば
、
将
来
に
禍
根
を
残
す

の
で
は
な
い
か
。
維
持
費
等

含
め
本
市
に
寄
与
で
き
る
と

は
想
像
で
き
な
い
。

（
起
立
採
決
の
結
果
（
賛
成

１
、
反
対
４
）
、
不
採
択
）

【
審
議
】

　
南
島
原
市
の
方
か
ら
の
署

名
も
あ
り
、
本
市
の
小
学
生

も
年
間
平
均
３
０
０
人
利
用

し
て
い
る
。
少
子
化
の
中
、

利
用
者
を
増
や
す
の
は
大
変

だ
が
存
続
し
て
ほ
し
い
。
修

繕
に
つ
い
て
は
、
市
の
負
担

は
で
き
な
い
こ
と
を
県
に
は

報
告
し
て
い
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
採
択
）

〈
そ
の
他
の
案
件
〉
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【
議
案
第
25
号
】
令
和
６

年
度
南
島
原
市
一般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

【
承
認
第
３
号
】
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
南
島
原
市
税

条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
）

【
承
認
第
４
号
】
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
南
島
原
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

【
議
案
第
21
号
】
南
島
原
市

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
請
願
第
１
号
】
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
建
設
中
止
に

関
す
る
請
願
書
に
つ
い
て

【
請
願
第
２
号
】
県
立
千

々
石
少
年
自
然
の
家
存
続

に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

・
承
認
２
件
を
承
認
、
議
案
５
件
を
原
案
可
決
、

　

請
願
２
件
の
う
ち
１
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採
択
。

【
議
案
第
26
号
】
令
和
６

年
度
南
島
原
市
国
民
健
康

保
険
事
業 

特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

【
議
案
第
23
号
】
長
崎
県 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の一部
を
変
更
す

る
規
約
に
つ
い
て

【
議
案
第
27
号
】
令
和
６

年
度
南
島
原
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）


